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冬の気配をあちらこちらで感じるようになってきました。この季節
にふさわしい工作「スノードーム」と、イベントこどものまち「ゆめ
ゆめシティ」をご紹介します。
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こどもの国　１１月・１２月の催し
☎045・961・2111

こどもの国ニュース

１日木～３０日金　秋の自然つめあわせ　木の実を集めて９
マスに仕切られた箱の中に木の実を入れて持ち帰ろう。正
面入口案内所で受け付け。参加費２００円。

３日祝、１０日土、１７日土　あそびの広場　簡単な工作で遊
ぼう。１１時～１５時、プール発券所前テント。雨天中止。
３日祝、４日日　牧場まつり　１０時～１５時、遊牧場。羊レ
ース、早搾り競争、雪印メグミルク商品の試飲・試食など。
３日祝、４日日　うしのかざぐるま　１０時～１５時、牛・羊
の牧場前。うしをデザインしたかざぐるまの無料工作。雨
天中止。
３日祝、４日日、２３日祝～２５日日　たんぽぽフリーマーケ
ット　９時３０分～１６時、中央広場。雨天中止。出店希望の
方は「たんぽぽフリーマーケット」☎０９０・９３７６・６０９８まで。
１０日土、１１日日、１７日土　第３７回こどもの国サッカー
大会　９時４０分～１６時、総合グラウンド、少年サッカー
場。近隣のサッカー協会から推薦されたチームの大会。観
戦自由。
１０日土、１１日日　太鼓であそぼう「ドラムサークル」　１１
時、１３時、１５時、中央広場。みんなで輪になって集まって
ファシリテーターの合図に合わせてアフリカの民族楽器、
ジャンベなどを演奏しよう。雨天は皇太子記念館。
１０日土、１１日日　どうぶつマラカスをつくろう　１０時～
１５時、中央広場、手づくりマラカスを作って太鼓あそびに
参加しよう。雨天中止。
１７日土、１８日日　大道芸に挑戦しよう　１０時～１５時、中
央広場。ボールジャグリングやディアボロ、皿回しなど。雨
天時は皇太子記念館で。
１７日土、１８日日　パフォーマンスショー　１１時と１４時、
中央広場。プロのパフォーマーが演技。雨天時は皇太子
記念館で。
１８日日　紙飛行機を飛ばそう　１０時～１４時、なかよし広
場。輪ゴムで飛ばす紙飛行機を無料で町田紙飛行機倶楽
部のスタッフが指導。雨天中止。
２３日祝～２５日日　もみじのかざぐるま　１０時～１５時、白
鳥湖ボート乗り場前。もみじをかたどったかざぐるまの無
料工作。雨天中止。
２５日日　紙芝居ライブ　１１時、１３時、１４時３０分の３回、
児童センター。「心をつなぐ紙芝居の会」の森内直美さん
らによる実演。

１日土～２５日火　ジャンボクリスマスリース設置　正面
陸橋下。直径7.5mの大きなリースと一緒に記念撮影を。
１日土、８日土、１５日土　あそびの広場　１１月と同じ。児童
センター。雨天中止。
２日日　こどものまち「ゆめゆめシティ」　１０時～１５時、
皇太子記念館ほか。町のお店は売る人も買う人も子どもた
ち。町内で使えるお金「チャイル」を使ってお店で買い物が
楽しめる。詳細はホームページで。
８日土、９日日、１５日土、１６日日　軽スポーツであそぼう
　１０時～１５時、中央広場。雨天中止。竹馬、フラフープ、
なわとびなどの無料貸し出し。
９日日、１６日日、２３日祝、２４日休　たき火　１０時～１５時、
中央広場。たき火にあたってあたたまろう。焼きマシュマロ
も楽しめる（１００円）。雨天中止。
９日日　冬の虫さがしかんさつ会　１０時３０分、正面入口
広場集合。雨天中止。
９日日　野鳥の巣箱はずし　１３時３０分、正面入口広場集
合。１月末につけた巣箱を外して観察する。雨天中止。
９日日　紙芝居ライブ　１１月と同じ。
１５日土～２月２４日日　アイススケート場オープン　６０ｍ
×３０ｍの屋外リンク。１０時～１６時（入場は１５時まで）、
フリータイム制。貸し靴は１６cm～３０cm。５回以上来ら
れるならスケートメイト券がお得。料金は、３歳以上２５００
円、小・中学生３０００円、高校生以上５５００円。
１６日日　紙飛行機を飛ばそう　１１月と同じ。
１６日日　フープマン・ユーヤのフラフープ教室　１３時～
１５時、中央広場。ギネス記録保持者のフープマンから技
を直伝する。雨天中止。
２２日土～２月１１日祝　冬の森のたからもの　９マスに仕切
られた箱に木の実などを集めて入れて詰め合わせをつくろ
う。正面入口案内所で受け付け。参加費２００円。
２７日木、２８日金　ミニかどまつ作り　１０時３０分と１３時
３０分の２部制。児童センター。定員は各部１０組。参加費
１組７００円。往復はがきによる申し込み。１２月６日木必着。
応募方法はホームページ参照。
２７日木～１月７日月　ジャンボ鏡もち　大きな鏡餅の前で
記念撮影しよう。正面陸橋下。
２９日土、３０日日　コマであそぼう　１０時～１５時、正面入
口広場。コマや羽子板、けん玉の無料貸し出し。雨天中止。

◇児童センター工作教室　開始時間は１０時３０分、１３時、
１４時３０分の３部制。定員は各部１５人。参加費３００円▽
１１月３日祝、４日日ビー玉万華鏡▽１８日日、２３日祝、１２
月１６日日スノードーム（４００円）

◆わくわく焼き物体験　開始時間は午前の部１０時３０分、
午後の部１３時３０分、児童センター。定員は各部２０人、参
加費８００円。仕上がりは約２カ月後。開園より児童センター
で受け付け。▽１１月１１日日、１２月９日日手ロクロお皿。小
学校高学年向け▽１１月２５日日たたら作りのカップ。小学
校高学年向け▽１２月２３日祝手型プレート。成長の記念に

◇バターづくり教室／日曜　１３時、ミルクプラント２階。開
園と同時にミルクプラント売店で受け付け｡先着１２組、参
加費１組５００円 ｡
◇チーズづくり教室／日曜　１４時、ミルクプラント２階。開
園と同時にミルクプラント売店で受け付け｡先着８組、参
加費1組５００円。
◇乳搾り体験／土曜、日曜、祝日　１１時、牧場牛舎前。開園
より牧場エサ売り場で整理券配布 ｡先着５０人（４歳以上
対象）、参加無料。雨天中止。

■１１月

■１２月

■こどもの国牧場の催し■　問い合わせ☎０４５・９６２・０５１１

１
９
９
３（
平
成
５
）年
に
始
ま

り
、
26
回
目
と
な
る
秋
の
風
物
詩

「
サ
ン
マ
を
炭
火
で
食
べ
る
会
」

を
、
多
く
の
企
業
に
ご
協
賛
い
た

だ
き
、９
月
23
日（
日
）、24
日
（
振

り
替
え
休
日
）に
開
催
し
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
気
に
恵
ま
れ
、
抽

選
で
選
ば
れ
た
各
日
約
１
５
０
０

人
、
計
３
千
人
余
の
参
加
者
が
、

昔
な
が
ら
の
魚
食
文
化
を
楽
し
み

ま
し
た
。

「
炭
火
で
焼
く
サ
ン
マ
は
ひ
と

味
違
う
」「
炭
火
で
焼
く
の
は
と

て
も
貴
重
。
よ
い
催
し
だ
」。
参

加
者
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
Ｕ
字

溝
の
簡
易
コ
ン
ロ
が
並
ぶ
焼
き
場

で
一
斉
に
焼
き
、
大
根
お
ろ
し
を

す
っ
て
、
焼
き
上
げ
た
サ
ン
マ
に

添
え
ま
し
た
。

芝
生
に
シ
ー
ト
を
敷
き
、
持
参

し
た
ご
飯
や
お
か
ず
を
広
げ
、
焼

き
た
て
の
サ
ン
マ
に
舌
つ
づ
み
。

骨
や
頭
ま
で
焼
い
て
食
べ
る
方
も

い
ま
す
。「
炭
火
で
な
く
ち
ゃ
、

こ
う
は
い
か
な
い
の
よ
ね
」

昨
年
の
こ
の
時
期
、
サ
ン
マ
が

不
漁
で
、
や
む
な
く
解
凍
サ
ン
マ

を
使
用
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
新

鮮
そ
の
も
の
。
宮
城
県
女
川
、
気

仙
沼
の
両
漁
港
か
ら
、
水
揚
げ
さ

れ
た
大
ぶ
り
の
生
サ
ン
マ
を
、
ご

好
意
に
よ
り
廉
価
で
わ
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
当
時

の
両
港
の
様
子
を
伝
え
る
報
道
写

真
を
、
朝
日
新
聞
社
の
協
力
で
展

示
し
、
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

震
災
か
ら
ま
だ
７
年
。「
私
た
ち

は
忘
れ
な
い
」
を
分
か
ち
合
お
う

と
企
画
し
ま
し
た
。

今
年
、
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し

た
企
業
と
ご
提
供
の
商
品
は
次
の

通
り
で
す
（
飲
料
は
３
社
で
計
３

３
０
０
本
）。
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③
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ボ
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鷹
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（
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本
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や
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お
瓶
１
０
０
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、
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ｇ
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０
０
本
⑥
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京
燃
料
林
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臭
炭
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０
０
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「
コ
ラ
ッ
！
　
ま
た
、
い
た
ず
ら

し
た
で
し
ょ
〜
」。
私
の
問
い
か
け

に
、
体
を
ビ
ク
ッ
と
さ
せ
、「
そ
う

だ
け
ど
…
…
、
わ
ざ
と
じ
ゃ
な
い
ん

だ
よ
」。
そ
う
言
い
た
げ
な
目
で
見

つ
め
て
く
る
の
は
、
ポ
ニ
ー
の
ミ
ケ

君
で
す
。
き
ょ
う
は
、
乗
馬
コ
ー
ス

の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
レ
バ
ー
を
鼻

で
動
か
し
、
水
を
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
出

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
ま
、
５
歳
。
２
年
前
に
ポ
ニ
ー

牧
場
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
い
ち

ば
ん
の
年
下
で
す
。
い
ろ
い
ろ
興
味

津
々
だ
け
ど
、
飽
き
っ
ぽ
い
。

放
牧
場
に
出
せ
ば
、
思
い
き
り
走

り
回
り
、
先
輩
の
馬
た
ち
に
「
お
っ

は
よ
〜
。
今
日
は
何
し
て
遊
ぶ
？
」

「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
遊
ぼ
う
よ
〜
」
と
し

つ
こ
く
し
、
挨
拶
が
な
っ
て
い
な
い

と
怒
ら
れ
ま
す
。

馬
の
世
界
は
上
下
関
係
が
は
っ
き

り
と
し
て
い
る
の
で
、
ミ
ケ
君
の
振

る
舞
い
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
。
遊
び
た
い
盛
り
の
ミ
ケ
君
は
、

相
手
に
さ
れ
ず
寂
し
そ
う
に
一
頭
で

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り

気
に
す
る
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
数
時

間
後
や
次
の
日
に
な
る
と
、
ま
た
同

じ
こ
と
の
繰
り
返
し
で
す
。

馬
の
世
界
の
ル
ー
ル
の
こ
と
を
、

私
に
は
教
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ミ
ケ
君

自
身
が
学
ぶ
し
か
な
く
、
見
守
る
こ

と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

群
れ
を
つ
く
っ
て
生
活
す
る
馬
は

社
会
性
が
強
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
も
高
い
動
物
で
す
。
相
手
を

威
嚇
し
た
り
、
攻
撃
し
た
り
、
守
っ

た
り
、
認
め
た
り
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
仲
の
よ
い
馬
同
士
で
、
た

て
が
み
の
あ
た
り
を
軽
く
か
み
合

う
、
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
と
い
う
行
為
を

し
ま
す
。
こ
れ
は
「
友
好
の
証

あ
か
し
」
で

す
。最

近
の
ミ
ケ
君
は
挨
拶
や
接
し
方

が
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
よ
う
で
、
こ
の
友
好
の
証
を
し

て
い
る
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
観
察

し
、
学
び
、
そ
し
て
成
長
し
て
い
ま

す
。
見
放
さ
ず
に
、
ち
ゃ
ん
と
教
え

続
け
た
先
輩
馬
た
ち
の
お
か
げ
で
も

あ
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
や
ん
ち
ゃ
な
ミ
ケ
君

が
、
後
輩
の
面
倒
を
見
て
い
る
姿
な

ん
て
、
今
は
と
て
も
想
像
で
き
ま
せ

ん
し
、
本
当
に
そ
ん
な
日
が
来
る
の

か
と
不
安
に
な
り
ま
す
。
で
も
、
ミ

ケ
君
な
ら
で
き
る
と
信
じ
て
。

彼
の
未
来
が
楽
し
み
で
す
。

 

（
ポ
ニ
ー
牧
場
　
橋
本
磨
由
子
）

ポ
ニ
ー
の
ミ
ケ
君 

や
ん
ち
ゃ
盛
り

先
輩
か
ら「
社
交
術
」学
ぶ

炭火でサンマ 3000人舌つづみ
東
日
本
大
震
災 

報
道
写
真
展
も

サ
ン
マ
の
提
供
に
ご
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
宮
城
県
女
川
町
、
気

仙
沼
市
の
両
漁
港
は
、
７
年
半
前

の
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
女
川
町
で
は
災

害
公
営
住
宅
が
優
先
さ
れ
、
町
役

場
の
再
建
が
後
回
し
と
な
り
、
今

年
９
月
に
、
よ
う
や
く
新
庁
舎
が

で
き
ま
し
た
。

女
川
魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合

に
よ
る
と
、
魚
市
場
や
冷
凍
設
備

は
復
旧
が
進
む
が
、
加
工
場
の
造

成
に
は
遅
れ
も
み
ら
れ
る
。
廃
業

し
た
水
産
業
者
も
多
く
、
そ
っ
く

り
元
通
り
と
は
い
か
な
い
そ
う
で

す
。気

仙
沼
漁
協
も
震
災
で
途
切
れ

た
販
路
の
回
復
に
苦
労
さ
れ
て
い

ま
す
。
加
工
場
の
人
手
不
足
も
深

刻
で
す
。
小
松
博
昭
総
務
部
長
は

「
サ
ン
マ
を
一
匹
、
二
匹
、
も
う

一
匹
と
食
べ
て
く
れ
る
こ
と
が
、

と
て
も
大
き
な
支
え
に
な
り
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

サ
ン
マ
提
供 

女
川
と
気
仙
沼
は
今
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夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け
て
長

く
咲
き
ま
す
が
、
花
や
葉
が
多
い
時

期
に
は
目
立
た
ず
、
草
花
が
枯
れ
始

め
る
秋
に
な
る
と
、
そ
の
鮮
や
か
さ

か
ら
存
在
感
を
増
す
植
物
が
あ
り
ま

す
。
ミ
ズ
ヒ
キ
で

す
。一

見
す
る
と
種

の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
が
、
線
の
よ

う
に
細
い
軸
に
、
上
か
ら
は
赤
く
、

下
か
ら
は
白
く
見
え
る
の
が
ミ
ズ
ヒ

キ
の
花
で
す
。

ご
祝

し
ゅ
う

儀ぎ

袋
や
正
月
飾
り
に
使
わ

れ
る
紅
白
の
「
水み

ず

引ひ
き

」
か
ら
名
が
付

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
タ
デ
科

ミ
ズ
ヒ
キ
属
の
多
年
草
で
す
。
広こ
う

楕だ

円え
ん

形け
い

で
表
裏
に
毛
の
生
え
た
葉
に

は
、
タ
デ
科
特
有
の
矢
型
の
よ
う
な

印
が
入
り
ま
す
。
煎せ

ん

じ
て
飲
む
と
止

血
・
腰
痛
・
胃
痛
の
薬
効
が
あ
る
と

も
言
わ
れ
ま
す
。

花
が
咲
い
た
後
も
、
種
が
熟
す
ま

で
は
赤
い
状
態
で
い
ま
す
。
花
と
書

い
て
い
ま
す
が
、
花
弁
は
な
く
花
弁

状
の
萼が
く

が
４
枚
あ
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
上
の
３
枚
が
赤
く
、
下
の
１
枚

が
白
い
色
を
し
て
い
ま
す
。

萼
が
４
枚
と
も
白
い
ギ
ン
ミ
ズ
ヒ

キ
と
い
う
同
じ
タ
デ
科
の
植
物
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
と

い
う
バ
ラ
科
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
属
の
植

物
も
あ
り
ま
す
が
、
ミ
ズ
ヒ
キ
と
は

似
て
も
似
つ
か
ず
、
こ
ち
ら
は
黄
色

い
花
を
穂
状
に
つ
け
ま
す
。
葉
の
形

も
羽う

状
じ
ょ
う

複ふ
く

葉よ
う

と
い
う
羽
の
よ
う
な

形
で
す
。

ミ
ズ
ヒ
キ
は
日
本
各
地
の
草
地
や

山
林
、
色
々
な
所
に
生
え
ま
す
が
、

比
較
的
半
日
陰
に
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
晩
秋
に
山
を
歩
く
と
、
服
の
足

元
に
種
が
引
っ
付
い
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
種
が
で
き
る
と
メ
シ
ベ

の
先
端
の
二ふ

た

叉ま
た

が
鉤か

ぎ

状じ
ょ
うに
曲
が
り
ま

す
。
こ
の
鉤
状
の
部
分
が
服
や
動
物

の
毛
に
引
っ
か
か

り
、
種
が
運
ば
れ

て
い
く
の
で
す
。

万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
、
茶
花
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
ミ
ズ
ヒ
キ
。
冬

を
前
に
、
野
山
が
少
し
寂
し
く
な
っ

て
き
ま
す
が
、
め
で
た
さ
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
花
を
見
つ
け
に
行
き
ま

せ
ん
か
。

紅
白
に
色
付
く
め
で
た
い
花

62

（
プ
ロ
・
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
）

石
　

井
　
　

碧
　

９
月
６
日
（
木
）
〜
21
日
（
金
）

に
、「
Ｚ
会
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
２
０
１
８ 

in 

こ
ど
も
の
国
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

園
内
と
田
園
都
市
線
長
津
田
駅
で

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
。
子
ど
も

た
ち
が
四
つ
の
ス
タ
ン
プ
を
見
つ

け
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
解
読
し
な

が
ら
謎な

ぞ

解と

き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
に
小
学
校
で
導
入

さ
れ
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
。

す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を
押
す
と
、
東

急
電
鉄
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
の
る
る

ん
」
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

16
日
（
日
）
と
17
日
（
祝
）
に

は
、
皇
太
子
記
念
館
で
二
つ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
。「
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
電
車
を
走
ら
せ
よ

う
！
」
で
は
、
小
学
生
１
２
０
人
が

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
電
車
を
つ
く
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
実
際
に
走
ら
せ

る
体
験
を
し
ま
し
た
。
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ

ク
で
建
物
な
ど
を
組
み
立
て
る
「
未

来
の
街
・
未
来
の
こ
ど
も
の
国
を
つ

く
ろ
う
！
」
に
も
多
く
の
家
族
が
参

加
し
、
思
い
思
い
の
作
品
で
、
見
事

な
街
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

教
育
事
業
を
行
な
う
Ｚ
会
と
東
京

急
行
電
鉄
、
横
浜
高
速
鉄
道
が
主

催
、LEGO

®
 Education

が
協
力

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
念
頭

に
、
新
た
な
「
遊
び
と
学
び
の
場
」

の
提
供
を
目
的
と
す
る
試
み
で
し

た
。

各地のこどもの国（催し内容は各園ウェブペ
ージ等をご参照ください）

■北海道子どもの国（砂川市） ････････････☎0125・53・3319
■霊山（りょう

ぜん）こどもの村（福島県伊達市） ････☎024・589・2211
■千葉こどもの国｢キッズダム｣（市原市）････☎0436・74・3174
■愛宕山こどもの国（甲府市） ･････････････☎055・253・5933
■富士山こどもの国（静岡県富士市） ･･･････☎0545・22・5555
■愛知こどもの国（西尾市） ･･･････････････☎0563・62・4151
■岐阜県こどもの国（養老町） ･････････････☎0584・32・0501
■びわ湖こどもの国（滋賀県高島市） ･･･････☎0740・34・1392
■鳥取砂丘こどもの国（鳥取市） ･･･････････☎0857・24・2811
■沖縄こどもの国（沖縄市） ･･･････････････☎098・933・4190

他
の
ど
こ
で
も
手
に
入
ら
な
い
、

こ
ど
も
の
国
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
か
ざ
ぐ

る
ま
。
11
月
３
日
（
祝
）
と
４
日

（
日
）に
開
催
さ
れ
る「
牧
場
ま
つ
り
」

で
、
牛
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
う
し
の

か
ざ
ぐ
る
ま
」
工
作
が
で
き
ま
す
。

初
物
で
す
。
23
日
（
祝
）
〜
25
日

（
日
）
に
は
「
モ
ミ
ジ
の
か
ざ
ぐ
る

ま
」
作
り
も
あ
り
ま
す
。

３
日
、
４
日
の
牧
場
ま
つ
り
会
場

に
は
、
東
急
電
鉄
と
の
コ
ラ
ボ
で
、

東
急
電
鉄
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
変
身
し

た
「
う
し
の
る
る
ん
」
の
着
ぐ
る
み

が
登
場
し
ま
す
。
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
コ
ッ
プ
牛
の
未ミ

来ク

」
も
や
っ
て
き
ま
す
。
自
分
で
作

っ
た
か
ざ
ぐ
る
ま
を
持
っ
て
、
着
ぐ

る
み
と
、
ウ
シ
づ
く
し
の
記
念
撮
影

を
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。「
う
し

の
か
ざ
ぐ
る
ま
」
は
、
牛
・
羊
の
牧

場
前
で
受
け
付
け
ま
す
。

「
モ
ミ
ジ
の
か
ざ
ぐ
る
ま
」は
、
６

枚
の
モ
ミ
ジ
の
葉
の
形
を
デ
ザ
イ
ン

し
て
い
ま
す
。
紅
葉
の
時
期
に
合
わ

せ
て
、23
日
〜
25
日
に
白
鳥
湖
畔
で
。

と
も
に
無
料
の
自
由
参
加
で
す
。

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

う
し
の
か
ざ
ぐ
る
ま
作
ろ
う

３
・
４
日
の「
牧
場
ま
つ
り
」で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
楽
し
く

小
学
生
ら 

謎
解
き
な
ど
挑
戦

モ
ー
、
と
っ
て
も
か
わ
い
い
電
車

が
、
10
月
11
日
（
木
）
か
ら
こ
ど
も

の
国
線
を
走
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
牛
の
白
黒
の
毛
色
を
模
し
て

車
両
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。
そ
の
名
も

「
う
し
で
ん
し
ゃ
」
で
す
。

東
急
電
鉄
の
企
画
「
こ
ど
も
の
国

線
楽
し
モ
ウ
〜
」
の
一
環
で
、
こ
ど

も
の
国
、
雪
印
こ
ど
も
の
国
牧
場
が

コ
ラ
ボ
し
て
実
現
し
ま
し
た
。
２
０

２
０
年
３
月
ま
で
運
行
さ
れ
る
予
定

で
す
。
東
急
電
鉄
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
の
る
る
ん
」
も
、
こ
ど
も
の
国
線

に
乗
る
と
「
う
し
の
る
る
ん
」
に
変

身
す
る
と
か
。

３
社
が
連
携
し
、11
月
30
日
（
金
）

ま
で
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
開
催
中

で
す
。
東
急
線
長
津
田
駅
と
雪
印
こ

ど
も
の
国
牧
場
の
両
方
に
、
ス
タ
ン

プ
帳
、
ス
タ
ン
プ
を
設
置
。
２
カ
所

の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、 

参
加
賞

と
し
て
も
れ
な
く
「
う
し
の
る
る

ん
」
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
景
品
交
換
時
間
内
に
、
ど
ち
ら

か
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
の
国
線
は
、
長
津
田
と
こ

ど
も
の
国
を
結
ぶ
、
３
駅
し
か
な
い

東
急
電
鉄
唯
一
の
単
線
。
運
賃
は
片

道
１
６
０
円
（
Ｉ
Ｃ
１
５
４
円
）、

走
行
時
間
は
約
７
分
。「
う
し
で
ん

し
ゃ
」
の
運
行
は
不
定
期
で
す
。
東

急
電
鉄
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
運
行
ダ

イ
ヤ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
事
前

に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こどもの国線 不定期運行

モーかわいい！
うしでんしゃ
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〒 227･0036 横浜市青葉区奈良町 700
☎ 045･961･2111　FAX045･962･1366
http://www.kodomonokuni.org

開園時間 　9 時30分～16時30分（7月、8月は17時まで）
入園は15時30分まで（7月、8月は16時まで）

休 園 日 　毎週水曜日（水曜日
が祝日の場合は開

園します）、12月31日、１月１日

交 通 　東急田園都市線・
JR 横浜線 ｢長津田

駅｣ でこどもの国線に乗り換え
7分、「こどもの国駅」下車▽小
田急線「鶴川駅」下車、「こども
の国経由奈良北団地」行き小
田急バス10 分、「こどもの国」
下車

入園料 一般
団　体 回数券

11 枚つづり
（6カ月有効）

年間パスポート

30人以上 300人以上 年間利用券 ウイークデイパス
おとな 600 円 480 円 360 円 6,000 円 10,000 円 3,000 円高校生 600 円 360 円 290 円
中学生 200 円 160 円 120 円 2,000 円 5,000 円 1,000 円小学生 200 円 120 円 　90 円
幼児※ 100 円 　80 円 　60 円 1,000 円 4,000 円 500 円
◎平日シルバー割引　65 歳以上の方の平日（土曜 ･日曜・国民の祝日 ･休日以外の日）
の入園料は 300 円。入園券売り場で身分証明書など、ご本人の年齢が確認できるもの
を提示して、｢平日シルバー券｣ をご購入ください。
◎障害者手帳・療育手帳・小児慢性特定疾患児手帳・精神障害者保健福祉手帳などをお持
ちの方は本人と付き添い1人が半額になります。入園券売り場で手帳をご提示ください。

※幼児は 3歳以上です。0～2歳は無料。

駐車場（1700 台収容） 普通車 マイクロバス 大型バス
駐車料（１日１回の料金） 900 円 1,100 円 1,600 円

◎土・日・祝日は駐車場と周辺道路が大変混雑します。電車・バスのご利用をお願いします。

■雪印こどもの国牧場　〒 227･0036 横浜市青葉区奈良町 700
（雪印こどもの国牧場は、こどもの国の園内にある施設です）

　ご案内　☎ 045･962･0511　FAX045･962･0512
　http://www.kodomonokuni-bokujyo.co.jp

携帯電話用
ＱＲコード

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。
こ

ど
も
の
国
で
は
、
皇
太
子
記
念
館
脇

の
カ
イ
ノ
キ
や
白
鳥
湖
周
辺
の
モ
ミ

ジ
、
多
目
的
広
場
の
ト
ウ
カ
エ
デ
、

牧
場
周
辺
の
イ
チ
ョ
ウ
が
特
に
美
し

く
紅
葉
し
ま
す
。

そ
の
季
節
に
合
わ
せ
て
、
恒
例
の

「
こ
ど
も
の
国

　
秋
の
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
11
月
３

日
（
祝
）
〜
12
月
９
日
（
日
）
が
応

募
期
間
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
秋
の
風
景
と
家
族
」。

園
内
で
「
家
族
、
グ
ル
ー
プ
」
を
撮

影
し
た
写
真
が
対
象
で
す
。
カ
ラ

ー
、
モ
ノ
ク
ロ
問
わ
ず
単
写
真
の

み
、
１
人
３
作
品
ま
で
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
の
お
知
ら
せ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
あ
て
に
写
真
を

添
付
し
、
撮
影
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
応
募
は
１

人
１
回
に
限
り
ま
す
。

12
月
に
審
査
し
、
計
35
人
に
賞
を

贈
り
ま
す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ

ン
プ
リ
に
は
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
、

３
人
に
こ
ど
も
の
国
賞
と
し
て
入
園

券
10
枚
、
後
援
企
業
６
社
の
賞
と
し

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
商
品
を
30

人
に
差
し
上
げ
ま
す
。

発
表
は
、
12
月
下
旬
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
行
う
予
定
で
す
。

【
後
援
】
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
、
資
生
堂
、
雪
印
メ

グ
ミ
ル
ク
、
エ
フ
エ
ム
横
浜
、
朝
日

新
聞
出
版
「
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
」、
東

京
急
行
電
鉄
、
朝
日
新
聞
社
、
ベ
ル

マ
ー
ク
教
育
助
成
財
団

シ
ラ
カ
シ
は
常
緑
の
高
木
で
す
。

秋
も
深
ま
る
10
月
下
旬
か
ら
11
月
に

か
け
て
ド
ン
グ
リ
を
落
と
し
ま
す
。

ド
ン
グ
リ
の
帽
子
は
縞し

ま

模も

様よ
う

が
特
徴

的
で
か
わ
い
ら
し
い
で
す
。

園
内
の
雑
木
林
の
主
な
木
で
あ
る

コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
の
ド
ン
グ
リ
は
、

し
ぜ
ん
の
こ
と

あ
れ
こ
れ

年
に
よ
っ
て
実
る
量
が
多
か
っ
た
り

少
な
か
っ
た
り
変
化
が
激
し
い
の
で

す
が
、
シ
ラ
カ
シ
の
ド
ン
グ
リ
は
割

り
と
安
定
し
て
毎
年
見
ら
れ
ま
す
。

当
園
が
あ
る
神
奈
川
県
横
浜
市
と

東
京
都
町
田
市
の
気
候
条
件
で
は
、

人
間
が
手
を
加
え
る
こ
と
の
な
い
状

態
で
あ
れ
ば
、
一
年
中
緑
の
葉
を
つ

け
る
常
緑
樹
が
中
心
の
照
葉
樹
林
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

シ
ラ
カ
シ
は
照
葉
樹
林
で
見
ら
れ

る
主
な
木
の
ひ
と
つ
で
す
。
で
す
が

実
際
に
園
内
で
見
ら
れ
る
の
は
、
こ

ど
も
の
国
が
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

て
か
ら
新
た
に
植
え
ら
れ
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
園
内
の
森
は
コ
ナ

ラ
や
ク
ヌ
ギ
が
中
心
の
雑
木
林
で
、

冬
に
葉
を
落
と
し
ま
す
。

主
に
江
戸
時
代
以
降
人
口
の
増
大

に
伴
い
、
本
来
の
木
々
は
伐
採
さ
れ

て
利
用
し
や
す
い
雑
木
林
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

（
催
事
広
報
課
　
宮
下
健
一
）

常
緑
の
高
木
シ
ラ
カ
シ

ド
ン
グ
リ
帽
子

か
わ
い
い
模
様

「秋の風景と家族」写真に撮って
フォトコンテスト作品募集

10
月
21
日
（
日
）
の
「
第
37
回
こ
ど
も
の
国

吹
奏
楽
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
児
童
・
生
徒
が
息

を
あ
わ
せ
た
各
校
の
演
奏
は
、
心
地
よ
い
音
色

を
響
か
せ
ま
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
、
き
び
き
び

と
調
和
の
と
れ
た
集
団
が
あ
り
ま
し
た
。
青
葉

台
吹
奏
楽
団
（
稲
実
俊
介
団
長
）
の
み
な
さ
ん

で
す
。

出
演
26
校
の
演
奏
時
間
は
７
分
。
演
奏
の
合

間
の
う
ち
１
分
ほ
ど
が
、
楽
団
員
た
ち
の
「
ハ

ー
モ
ニ
ー
」
の
み
せ
ど
こ
ろ
で
す
。
舞
台
の
椅

子
を
並
び
替
え
る
。
生
徒
た
ち
を
誘
導
す
る

…
…
。
曲
目
も
楽
器
も
生
徒
の
数
も
違
う
の

で
、
そ
の
気
配
り
た
る
や
大
変
な
も
の
で
す
。

「
若
い
人
た
ち
の
育
成
に
役
立
つ
な
ら
」
と
当

初
か
ら
裏
方
役
を
引
き
受
け
て
く
れ
て
い
ま

す
。青

葉
台
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
卒
業
生
が
創

立
メ
ン
バ
ー
で
、
音
楽
を
楽
し
む
仲
間
を
広

げ
、
現
在
は
約
40
人
が
毎
週
日
曜
日
に
練
習
を

続
け
て
い
ま
す
。
定
期
演
奏
会
を
９
月
に
終

え
、
次
は
12
月
９
日
（
日
）
に
青
葉
台
中
の
体

育
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
。
青
葉
台
中

と
奈
良
中
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
、
合
同
演
奏
も

あ
り
ま
す
。
常
任
指
揮
者
の
櫛
部
正
毅
さ
ん

（
53
）
は
「
お
互
い
を
よ
く
知
ら
な
く
て
は
、

よ
い
演
奏
は
で
き
ま
せ
ん
。
体
調
や
機
嫌
が
悪

い
と
音
に
出
る
の
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
温
も

り
が
あ
り
、
柔
ら
か
。
そ
れ
が
、
子
ど
も
た
ち

に
向
け
る
楽
団
員
の
ま
な
ざ
し
で
す
。

こど もの国を応援します

児童・生徒の演奏 優しく支える

青
葉
台
吹
奏
楽
団
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